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背理法で示す。 1a が(3)の条件を満たさないとき、常に
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ところが、 1a が(3)の条件を満たさないので、
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したがって仮定(B)は誤りであり、その前提である仮定(A)も誤りである。 
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以上により、数列 na が収束するための必要十分条件は、 1a が(3)の条件を満たすことであるから、 

)23,,1,0,0(
23

1
l

l
kl

k
a 


 ≧  ……(答) 


